しゅうらい 

トメ "ノ, is 

「おい、 起きろ。 ドイツ 軍 だ！」 

りんしつ 

隣室の ハンスの こえで ある。 部屋の 扉 は、 いまにも 

叩き割られそう である。 

きせい 

私 は、 自分で も、 なんだか わけの わからない 奇声 を 

発して、 とび 起きた。 

扉 は、 めり めり と、 こわれ はじめた。 

「もしもし、 今、 扉 を 叩き こわして いられる の は、 ド 

イツ 軍のお 方です か」 

私 は、 いそいで ズボン を はきながら、 入口の 方へ、 



「ふん、 ドイツ 軍の スパイが やった 仕事 だな。 それに 

ち カレな レ」 

私 は、 それ 以上、 うたがい もせずに、 どんどんと、 

灯台の 灯 を 目が けて、 前進した。 足 を とられて ごろん 

ごろん と 転がる こと 数十 回、 数百 回。 これで も 〔# 「こ 

れ でも」 は ママ〕 私 は、 すぐ 跳ねお きて、 ィルシ 航空 灯 

台の 灯 を 目 あてに、 次の 前進 をつ づける のだった。 

こうして、 くるしい 前進 をつ づけ、 時間 は、 はっき 

リ 分らない が、 約 一時間 以上 かかって、 私 はよう やく、 

上り坂に なった 段丘に たどりついた のであった。 

こまく 

砲声 や 銃声 は、 ひっきりなしに、 鼓膜 をう ち、 脚に 



た。 

「千 吉、 千 吉！」 

ほう、 私の 名 を 呼んで いる。 

(誰？ ぉ母ァ さん！) 

「千 吉、 千 吉！」 

しょうき 

私 は、 はっと 正気に 戻った。 

「千 吉、 千 吉！」 

私 は、 その 場に、 とび 起きよう とした。 

「し、 静かに して …… 」 

その 声が、 私の 耳 もとに、 ささやいた。 そして 

の両肩 は、 下にお しつけられた のであった。 



私 



して 私 は、 まんまと それに あざむかれて、 こっちへ ま 

よい こんだ のであろう。 

「で、 私 は、 だれに、 助けられた のかね。 君 かね、 二 — 

ナ」 

「あたし じ やない わ」 

「じゃあ、 誰？」 

「フリッツ 大，^ よ」 

「フリッツ 大尉って、 誰 だい」 

そういって いると ころへ、 うしろの 扉が、 ぎい ー ッ 

と 開いた。 

「あ、 フリッツ 大尉よ」 



軍 を きら つ ていたから。 

「じ や 聞く が、 あの 黒い 筒 は、 どうした のか。 お前の 

持って いた 筒の こと だよ」 

フリッツ 大尉 は、 私 を 睨みす える ように、 いった。 

(はは あ、 大尉が、 筒 を あけて、 あの 中身 を、 写真に 

と つ てし ま つたんだ な) 

と、 私 は、 はじめて 知った。 

「あの 筒 は、 拾った ものです。 なんだか、 いい ものが 

入って いるよう に 思った ので、 持って いたのです」 

私 は、 またもや、 うそ をい つた。 そういうより、 仕 

方がない ではない か。 



「ふふん。 まあ、 そうして おいても いいと …… 」 

が、 フリッツ 大尉 は、 拳で、 自分の 背中 を とんとん 

^ J -- J 

と 叩きながら、 

「とにかく、 あの 人造人間の 設計図 は、 モ— ル 博士の 

研究した ものである こと は、 たしか だ。 余 は、 あの 設 

計 図 を 写真に うつして、 本国 政府へ 報告した。 その 返 

事が あって、 モ ー ル 博士の 研究で ある ことが、 はっき 

リ したの だ。 お前が、 それ を 認めよう が 認めまい が、 

余 等の やる ことに、 くるい はない」 

と、 大尉 は、 自信 ありげ にいって、 気 を ひくよう に 

私の 顔 をみ た。 



大尉 は、 私 を 験して いるの だ。 大尉 は、 私から、 モ— 

ル 博士の こと を、 もっと いろいろ 知リ たいので あろう _ 

「ところで、 この 工場で は、 あの 十八 枚の 図面 を 基と 

して、 すでに 人造人間の 製造 を 始めて いるんだ。 お前 

に、 それ を 見せたい と 思う」 

大尉 は、 とつぜんお どろくべき こと をい いだした。 

でんぱそう じゅう 

電波 操縦 

私 は、 どうにかして、 圧倒せられ まいと、 自分の 心 

を 叱りつ けたが、 そのよう に はいかなかった。 フ リツ 



「ええ」 

ほうだん 

人造人間 は、 砲弾の ように 走る。 

えいへ いじよ 

あっとい う 間に、 衛兵 所の 前 を 通りす ぎた。 そして 

地下道から 外に 出た。 草の 匂いが、 ぶうんと した。 二 

人の 人造人間 は、 なお も 肩 を 並べ、 風 を 切って 走りい 

(どうも、 あんまり うまくい きすぎ たよう だ) 

私 は、 人造人間 を 利用した この 脱出 計画が、 あまり 

にうまく いきすぎて、 うれしく もあった が、 意外な 感 

がしないでも なかった。 それにしても、 衛兵が 発砲す 

るで もな し、 誰かが 後 を 追い かけて くるで もな し、 全 



彼女 は、 大きな 眼 を あいて、 不安げ に、 しきりに、 あ 

たり を 見 まわして いる。 

その 二 ー ナが、 とつぜん 私 を よんだ。 

「ねえ、 私たちの 前 を、 へんな 自動車が 走って 行く わ 

ひげ はんしゃきょう 

よ。 髯 もじ やの 紳士が、 のって いて、 反射鏡で、 しき 

りに、 こっち をみ ている わ」 

「えつ、 そんな 奴が、 前にいた か」 

せんくしゃ 

私 は、 うしろば かり 注意して いたので、 この 先駆者 

に は、 気がつかなかった のだった。 なるほど、 前方 五 

百メ —， ^ル のと ころ を、 たしかに、 私たちと 同じよう 

む 力 レ 

な スピ— ドで、 街道 を 走って 行く 無蓋 自動車が あった。 



快に 思つ て いないら しい。 

「博士。 でも、 へんです な」 

「なにが、 へんだ」 

「でも、 私 は、 この 人造人間が、 私たち を 国境 附近へ 

つくまで は、 全速力で 走る ように、 ちゃんと 器械 を 合 

わして 来たのに、 ここで 停って しまったの は、 どうい 

うわけ でしよう か」 

ぞ-っ さ 

「なんだ、 そんな ことか。 それ は 造作ない こと さ。 ふ 

ヽヽヽ ■ 

，力 ，力 プカ 」 

博士 は、 奇妙な こえ を あげて、 笑った。 

「造作ない と は？」 



「つまり、 わしが 停めた のさ。 発明者で ある わしに は、 

あの 設計に よる A 型 人造人間 を 停める ことなん か、 わ 

け はない の だ。 幸いに、 その 器械 を つんだ 自動車が、 

あそこに ああして、 こわれずに、 ちゃんとして いるん 

だ」 

と、 博士 は 得意そう にいった。 

なるほど、 これ は 道理で ある。 この 人造人間が A 型 

と いう 名の つ いている ものである こと は 始めて し つ た 

が、 その A 型 人造人間の 発明者で ある モ ー ル 博士が、 

それ を 停めたり、 また 走らせた りする 器械 を もってい 

るの は、 ふしぎな ことで はない。 



「片 づけて いくと は 」 

こわ 

「な あに、 壊して いくの さ」 

「そんな ことが 出来る のです か」 

「出来る とも。 わしが 設計し たんだ もの。 しかも この 

A 型 人造人間 も、 ハンスの 持って いる B 型 人造人間 も、 

じつは どっち も、 不完全なん だから、 こわす の は、 わ 

けなし だ」 

博士 は、 妙な こと をい いだした。 

「不完全で すって。 なにが、 不完全 なんです か」 

「その わけ は、 ちょっと 簡単に いえない。 が、 要する 

に、 ちょっと やれば、 すぐ 壊れて しまうよ うな もの は、 



たに 投げつ けた。 はるかう しろの、 もうす つかり 明け 

放れた 地平線 上に は、 いつの 間に 追いついた のか、 三 

四百 人の 人造人間 部隊が、 肩 を 揃え、 顔 を 並べて、 大 

河の 流れの ように、 こっちへ 押し よせてく るので あつ 

た。 

「あつ、 撃った」 

「え つ 」 

きじゅう 

「人造人間の 腕に 仕掛けて ある 機銃が、 一せ いに こつ 

ちに 向いて、 撃ち だした ぞ」 

^ j ^ ぶこ ノ、 ^ j ,v ぶこ ノ、 ^ ) y ~ だ ン。 

ものすごい 銃声 だ。 銃弾 は、 ひゆ— ン、 ひゆ ー ンと、 



空中に 飛び散って しまったの である。 その 有様 は、 飛 

行 機の 空中分解と、 あまり かわらなかった が、 しかし、 

これ は、 何百と いう A 型 人造人間が、 一 せいに 分解し 

そうかん 

て 飛び散つ たので あるから、 その 壮観な 光景と いった 

ら、 なんとい つて あらわし たがいい か、 見当が つかな 

いほ ど だ。 

ドイツ 軍が、 人造人間で 追撃 させた こと も、 博士の 

ために、 無駄に 終った。 

だ いあく にん 

大 悪人 だ 



「さあ、 この 隙に、 国境まで 急行しょう」 

博士 は、 自動車の ハンドル をと つた。 私たちの 乗つ 

た 車 は、 空中に まい 上った A 型 人造人間の 破片が、 ま 

だ 地上に おちない 先に、 国境 向けて、 疾走 を 始めた の 

であった。 

き ゅラり よう 

「向う に 見える あの 丘 陵 を 越えれば、 国境 は 目の 下 

に 見える の だ。 あと 七 八十 キロ！」 

博士 は、 元気な こえで 言った。 

私たちの 自動車が、 丁度 丘陵の 下まで やって来 たと 

きに、 博士 はなに 思った か、 

「あつ！」 



まいき な 奴 だ」 

博士 は、 かんかん になって 怒り だした。 そして、 

一層 早口に なって、 ハンス を 呪いだ した。 

「おい、 ハンス。 お前 は、 わしの 持って いた B 型 人造 

人間の 設計図 をつ かって、 その 人造人間 部隊 を 作り あ 

げたの じ やろう。 双眼鏡で 見る と、 お前 はたい へん 得 

意ら しい 顔つき だが、 B 型 人造人間 なんて、 A 型 人造 

人間 同様に、 不完全 なんだ。 見て いろ。 わしが、 この 

釦を 押せば、 その 瞬間に、 せっかくの 人造人間 部隊が、 

ばらばら にな つ て 空中に 吹き とんで しま うんだ。 さあ 

一 つ、 その 豪華な 爆発 作業 を 見せて やる かな」 



と、 遠くに いる ハンスに 向って、 モ— ル 博士 は、 さ 

ん ざん の 憎まれ口 をき いたう え、 例の スィッチ を 入れ 

そして 指先に 力を入れて、 B 型 人造人間が 爆発 分解す 

る釦 を、 ぼッと 押した のであった。 

「おや ッ！」 

叫んだ の は、 モ ー ル 博士 だ。 予期した 爆発が、 起ら 

ない のであった。 人造人間 部隊 は、 あいかわらず 整然 

と 隊伍 をと とのえ て、 丘 を 下りて、 こっちへ やってく 

る。 

モ ー ル 博士 は、 狼狽の 色 を、 かくそう ともしな かつ 

た。 彼 は、 二度、 三度 …… いや 七 度 八 度と、 爆破の 釦 



を 押した。 

だが、 爆発 は、 いつまで たっても、 起らない ので あつ 

た。 

"どうです、 モ ー ル 博士。 悪い こと は 出来ない と、 始 

めて 知りました か" 

と、 車上に つけて あった ラジオの 高声 器から、 とつ 

ぜん ハンスの こえが、 大きく 聞え てきた。 

そうじゅう 

"私の 操縦す る 人造人間 部隊 を、 いくら 博士の 器械 

で 爆破し ようと 思っても、 それ はだめ です。 これ は、 

博士の 望んで いらる るよう な B 型 人造人間 ではない の 

です〃 



うな 

うむ —— と、 博士 は ハンスの 声に 対して 呻り ごえ を 

あげた。 

"あの 図面の 秘密 はもう ちゃんと わか つ てし まい まし 

たよ。 千吉の もっていった A 型の 図面 だけで もす ぐ こ 

れは 不完全な 人造人間が 出来る し。 私の もっていった 

B 型の 図面 だけで も、 同様に 不完全な 人造人間が 出来 

る。 —— そうでしょう。 だから、 完全な 人造人間 をつ 

くるに は A 型と B 型との 両 図面 を どっち も 一 一つに 折つ 

て 半分ず つ つぎあわせ たうえで、 その つぎはぎ 図面に 

よって 作れば いいのです。 ねえ、 博士、 そのと おりで 

しょう ガ 



"博士。 いまこの 丘陵 を 下りつつ ある 人造人間 は その 

完全な 人造人間 部隊なん です よ。 そして 間もなく、 博 

士を 逮捕して しまう でしよう。 もう 覚悟 をされ たい" 

ハンスが 号令 を 下す と、 人造人間 部隊 は、 弾丸の よ 

うに 丘 を かけ 下って、 博士 を 包囲して しまった。 博士 

は、 大ぜ いの 人造人間に、 胴 あげに された まま、 ハン 

スの 前に つれて こられた。 

私 は、 あま リ 意外な この 場の 出来 ごとに、 すっかり 

気 をの まれて いたが、 このと きょうやく われに かえつ 

て、 車 をお りる と 二 ー ナ と共に、 ハンスの 前へ 近づい 

た。 



悪事が、 永い 間、 わからなかった の だ。 でも、 ドイツ 

官憲の、 懸命な 捜索から、 モ ー ル 博士の 所在が わかり、 

私 は、 身分 を かくして 博士の 門下と なり、 盗まれた 秘 

密の 研究 を、 とりかえそうと、 くるしい 努力 をして い 

たの だ。 君 か 私 かの どっち かが、 どうかな つてし まえ 

ば、 図面が 半端に なり 折角の 苦心 も 水の 泡に なった と 

ころ だ。 だが A 型 人造人間 を エツ キス 光線で しらべ て、 

廻らない 一 一 つ の 歯車が あると ころから 君の 持って いた 

あの 図面 だけで は、 完全な 人造人間が 出来ない こと を 

推論した フリッツ 大尉 は、 私 以上の 殊勲 者 だ。 君 を、 

わざと 逃がして、 その 行 手に、 モ— ル 博士が 待って い 



る こと を いいあて たの は、 もちろん 私 だが、 こうもう 

まくい くと は 思わなかった。 とにかく、 父の のこした 

貴重な 研究 を、 とり 戻して、 こんな うれしい こと はな 

い」 

そういって、 ハンス 少尉 は、 私と 二— ナの手 を、 か 

わるが わる、 つよく 握った のであった。 ハンスの 父へ 

ルマン 博士の 研究に よる 完全 人造人間の 部隊 は、 いず 

れ そのうち、 欧洲 戦線の どこかに、 必ず 姿 を あらわし 

はも 力 

て、 ドイツ 軍に 刃 向う 敵軍 を、 徹底的に 圧迫す るに ち 

、、ゝ ヽ 、 〇 
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